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やまぐち中山間地域づくり活動支援事業助成金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この交付要綱は、やまぐち中山間地域づくり活動支援事業実施要綱（以下「実施

要綱」という。）第７条第２項に規定する助成金（以下「助成金」という。）の交付に

ついて、必要な事項を定めるものとする。 

   

（助成の内容） 

第２条 助成金の交付の対象となる事業（以下「助成事業」という。）は、実施要綱第４

条第１項第１号イに掲げる先進地視察で、地域団体の構成員１０名以上で行うものとす

る。 

 

（助成の対象経費） 

第３条 やまぐち中山間地域づくりサポートセンター（以下「サポートセンター」とい

う。）は、予算の範囲内において、助成事業の実施に要する経費を地域団体に助成する

ものとする。 

２ 助成金の交付の対象となる経費は、助成事業を適切に実施するために必要な経費であ

って、次に掲げるものとする。 

(1) バス等の借上料 

(2) 有料道路料金 

(3) 旅費（同行する市町職員及びコーディネーターに係るものを除く。） 

(4) 視察先への謝金 

(5) 視察料 

３ 助成金の交付の限度額は、１０万円とする。 

 

（助成金の交付申請） 

第４条  助成事業を実施する地域団体（以下「助成対象者」という。）は、別に定める日

までに、やまぐち中山間地域づくり活動支援事業助成金交付申請書（別記第１号様式）

に次に掲げる書類を添えて、市町を経由して、やまぐち中山間地域づくりサポートセン

ター長（以下「サポートセンター長」という。）に提出しなければならない。 

(1) 実施計画書（別記第２号様式） 

(2) 前号に掲げるもののほか、サポートセンター長が必要と認める書類 

 

（助成金の交付決定） 

第５条  サポートセンター長は、前条の規定による申請書の提出があった場合において、

その内容を審査の上、助成金を交付することが適当であると認めるときは、交付の決定

をし、その旨を書面により、市町を経由して助成対象者に通知するものとする。 
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（助成金交付の条件） 

第６条  サポートセンター長は、前条の規定による助成金の交付の決定をする場合におい

て、交付の目的を達成するために必要があると認めるときは、交付の条件を付すること

ができる。 

 

（事業計画の変更） 

第７条  助成対象者は、助成事業の計画を変更しようとする場合は、あらかじめ、やまぐ

ち中山間地域づくり活動支援事業計画変更承認申請書（別記第４号様式）を、市町を経

由してサポートセンター長に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ サポートセンター長は、前項に規定する申請書の提出があった場合において、その内

容を審査の上、変更を承認することが適当であると認めるときは、変更の承認をし、そ

の旨を書面により、市町を経由して助成対象者に通知するものとする。 

３ サポートセンター長は、前項に規定する場合において、助成金の交付の決定額を変更

する必要があると認めるときは、その金額を変更して交付の決定をすることができる。 

 この場合においては、同項の規定による通知に併せて、当該変更後の決定額を通知する

ものとする。 

 

（事業計画の中止又は廃止） 

第８条  助成対象者は、助成事業を中止し、又は廃止しようとするときは、あらかじめ、

やまぐち中山間地域づくり活動支援事業中止（廃止）承認申請書（別記第５様式）を、

市町を経由してサポートセンター長に提出し、その承認を受けなければなければならな

い。 

２ 前項の場合においては、前条第２項及び第３項の規定を準用する。 

 

（事業の完了報告） 

第９条  助成対象者は、助成事業を完了したとき又は前条の規定により助成事業の中止若

しくは廃止の承認を受けたときは、その日から起算して３０日を経過した日又は助成金

の交付の決定があった年度の３月３１日のいずれか早い期日までに、やまぐち中山間地

域づくり活動支援事業実績報告書（別記第６号様式）に次に掲げる書類を添えて、市町

を経由してサポートセンター長に提出しなければならない。ただし、サポートセンター

長が別に期日を指定する場合は、指定された期日までに提出しなければならない。 

(1) 事業実施状況報告書（別記第７号様式） 

(2) 前号に掲げるもののほか、サポートセンター長が必要と認める書類 

 

（助成金の確定、交付） 

第１０条  サポートセンター長は、前条の規定による報告書の提出があったときは、その

内容を審査の上、助成金の額を確定し、その旨を書面により、市町を経由して助成対象

者に通知するものとする。 
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２  助成対象者は、前項の通知を受けたときは、やまぐち中山間地域づくり活動支援事業

助成金精算払請求書（別記第８号様式）を、市町を経由してサポートセンター長に提出

しなければならない。 

 

（調査等） 

第１１条  サポートセンター長は、助成金の交付の目的を達成するために必要があると認

めるときは、助成対象者に対し報告を求め、又はサポートセンターの職員をして帳簿書

類等を調査させ、若しくは関係者に対し質問させることができる。 

 

（関係書類の整備） 

第１２条  助成対象者は、助成事業に係る収支について、一切の状況を明らかにする帳簿

その他の関係書類を整備しておかなければならない。 

 

（助成金の交付の決定の取消し等） 

第１３条  サポートセンター長は、助成対象者が次の各号のいずれかに該当するときは、

助成金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

(1) この要綱に違反したとき。 

(2) 助成金の交付に関して付した条件に違反したとき。 

(3) 助成事業の実施方法が不適当であると認められるとき。 

(4) 第８条の規定による助成事業の中止又は廃止があったとき。 

(5) その他、助成対象者の行為が本事業の趣旨に反するものと認められるとき。 

２  サポートセンター長は、前項の規定により助成金の交付の決定を取り消した場合にお

いて、当該取消しに係る部分に関し、既に助成金が交付されているときは、助成対象者

に対し、期限を定めて、その返還を命ずるものとする。 

 

（その他） 

第１４条  この要綱に定めるもののほか、助成金の交付について必要な事項は、別に定め

る。 

 

附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 


